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青

森

県

の

民

俗

芸

能

毎
年
旧
歴
三
月
二
（
日
（
新
四
月
一

一
日
）
、
牛
滝
部
落
内
の
神
明
宮
’の
祭

礼
の
と
き
、
境
内
に
小
屋
掛
け
を
し
、

若
者
た
ち
が
三
味
線
・
笛
・
太
鼓
に
合

わ
せ
て
こ
の
踊
り
を
踊
る
。
部
落
の
若

者
た
ち
は
一
五
歳
に
な
る
と
若
者
組
へ

入
り
、
こ
の
芸
能
習
得
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
。

写
真
の
花
笠
踊
は
、
長
唄

”八
重
九

重
花
姿
絵
”
の
な
か
の
鳥
羽
絵
の
一
齣

で
あ
る
。
こ
の
三
味
線
唄
に
は
江
戸
音

楽
が
少
な
く
、
京
阪
系
統
の
も
の
が
多

い
。江
戸
時
代
に
は
、
牛
滝
附
近
で
は
難

波
（
大
阪
）
と
の
交
易
が
盛
ん
で
あ
っ

た
の
で
、
京
阪
地
方
か
ら
一
足
飛
び
に

入
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
代

に
は
、
毎
秋
二
百
十
日
の
台
風
期
に
入

る
と
船
を
川
口
に
囲
っ
て
船
主
や
船
頭

だ
け
を
残
し
、
船
子
全
員
が
陸
路
ひ
と

ま
ず
郷
里
へ
帰
り
、
翌
春
ま
た
難
波
へ

来
て
積
荷
し
て
出
帆
す
る
慣
例
が
あ
っ

た
。
こ
の
期
間
、
船
主
や
船
頭
は
つ
れ

づ
れ
に
芸
事
を
習
う
も
の
が
多
か
っ
た

こ
う
し
て
伝
播
し
た
も
の
に
よ
り
、

下
北
各
地
の
祭
礼
が
賑
っ
た
の
で
あ
る
。



第
二
回
臨
時
議
会

四
四

年

度
決

算
認

定

さ

れ

る

一
世
帯
あ
た
り
二
四
万
円

Ｊ・７卜 万・５千円の黒字

第
二
回
佐
井
村

議
会
臨
時
会
は
三

月
匸
一
日
招
集
さ

れ
た
。
出
席
議
員

は
一
五
人
で
、
会

期
を
二
日
間
と
決

め
、
昭
和
四
四
年

度
一
般
会
計
決
算

特
別
会
計
決
算
な

ど
六
議
案
の
審
議

を
続
け
、
最
終
日

の
匸
二
日
四
議
案

を
認
定
、
二
議
案

を
そ
れ
ぞ
れ
原
案

可
決
し
て
閉
会
し

た
。こ
の
臨
時
議
会

は
、
各
会
計
の
決

算
認
定
が
主
な
議

案
で
、
会
期
の
初

日
は
村
長
か
ら
行

政
全
般
に
わ
た
る

主
要
施
策
の
成
果

説
明
が
あ
り
、
続

い
て
、
委
員
会
に

移
り
、
会
計
全
般

に
つ
い
て
各
課
長

か
ら
詳
細
な
説
明

を
求
め
、
会
期
の

初
日
は
散
会
し
た
。

会
期
二
日
目
は
、
各
会

計
の
決
算
に

つ
い
て
の
質
疑
応
答
、
そ
の
後
認
定
、

そ
の
他
の
議
案
も
原

案
ど
お
り
可
決
さ

れ
た
。
提
案
さ
れ
た

議
案
は
次

の

と

お

り

議
案
第
三
号

昭
和
四
五
年
度
一
般
会

計
補
正

予
算

議
案
第
四
号

昭
和
四
四
年
度
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

議
案
第
五
号

昭
和
四
四
年
度
簡
易

水

道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認

定

の
件

議
案
第
六
号

昭
和
四
四
年
度
国

民
健

康
保
健
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出

決

算
認
定
の
件

議
案
第
七
号

昭
和
四
四

年
度
へ

き
地

出
張
診
療
所

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認

定
の
件

議
案
第
八
号

佐
井
村
財
政
調
整
基
金

条
例
中
一
部
改
正

条
例
設
定
の
件

【
決
算
の
あ
ら
ま
し
】

各
会

計
全
般
を
み
ま
す
と
、
一
般
会

計
以
外

の
三
特
別
会

計
で
は
、
財
源
不

足

の
た
め
、
相
肓
の
金
額
を
一
般
会

計

か
ら
繰
入
れ
し
て
赤
字
を
な
く
し
て
い

一
般
会
計
で
は
、
三
特
別
会

計
に
一

千
万
円
以
上
も
繰
出
し
て

い
る
た
め
、

収
支
差
引
き
で
一
七
一
万

五
千
円

の
黒

字
と
な
り
、
繰
出

示

な
け

れ
ば
一
千

百
万
円
以
上
も
の
黒
字
と
な
る
わ
け
で

す
。１

一

般

会

計

次
の
表
で
も
わ
か
る
と
お
り
、
歳
入

了
に
、
地
方
才
付
税
（
所
得
税
、
法
人

税
及
び
酒
税
の
収
入
額
の
三
二
％
が
国

か
ら
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
も
の
）
が

約
六
〇
％
を
し
め
、
村
の
自
主
財
源
で

あ
る
べ
き
村
税
（
み
な
さ
ん
が
直
接
役

場
に
納
め
る
税
金
の
ほ
か
、
た
ば
こ
消

費
税
な
ど
）
は
Ｉ
〇
％
に
満
た
な
い
の

で
す
。
こ
の
ほ
か
、
使
用
料
、
手
数
料

財
産
収
入
な
ど
を
合
計
し
て
も
、
わ
ず

か
二
二
％
で
、
残
り
の
八
七
％
は
国
と

か
県
か
ら
の
支
出
と
村
債
に
よ
っ
て
ま

か
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

一
方
、
歳
出
で
は
、
投
資
的
経
蕎
費
の

建
設
事
業
が
全
体
の
三
分
の
一
を
上
ま

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
年
度
と

比
較
し
て
六
七
％
も
伸
び
て
い
ま
す
。

次
に
多
い
も
の
は
物
件
費
で
、
こ
れ

は
消
耗
品
と
か
修
繕
費
、
食
糧
費
、
旅

費
、
交
際
費
、
広
告
料
な
ど
の
約
二
五

％
で
前
年
の
二
〇
％
伸
び
、
人
件
費
は

職
員
の
給
与
、
議
員
報
酬
な
ど
約
ニ

ー

％
で
前
年
の
約
一
五
％
の
伸
び
で
す
。

２

簡
易
水
道
特
別
会
計

歳
入
で
は
、
水
道
料
が
三
二
五
万
一

千
円
（
三
〇
・
三
％
）
、
国
庫
支
出
金

一
四
万
円
（

丁

三
％
）
、
県
支
出
金

六
六
万
円
（
六
・
一
％
）
、
繰
入
金
四

四
四
万
六
千
円
（
四

∵

四
％
）
、
諳

収
入
九
四
万
七
千
円
（
八
・
八
％
）
、

村
債
二
二
〇
万
円
（
匸
∵

一
％
）‘
で

す
。

昭和４４年度佐井村一般会計決算



こ
れ
か
ら
も
わ
か
’る
と
思
い
ま
す
が

本
来
は
水
道
料

で
ま
か
な
わ
れ
る
の
が

こ
の
会
計

の
目

的
で
す
が
、
採
算
が
と
び
？
へ

れ
ず
、
一
般
会
計
か
ら
四

〇
〇
万
顋

れ

上

も
繰
入
れ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
。
「
県
下

で
最
も
安
い
水

道
料

」

と
い
わ
れ
れ
る

の
も
お
わ
か
り
と
０１
气

す
。歳
出
で
は
川
目
地
区

の
改
良
工

事

と
施
設
の
災
害
復
旧
費
、
修
理
費
が
主

な
も
の
で
す
。

３

国

保
特
別
会
計

◇

事
業
勘
定

◇

歳
入
の
国

保
税
は
、
一
千
万
円

余
り

で
、
一
世

帯
あ
た
り

匸
二
、
一
四

七
円

の
国

保
税
を
納

め
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
国

庫
支
出
金

が
。’・
、
二
八
四

万

一
千
円

で
合

計
三
匸

二
三
八
万
二
千
円
。

歳
出
で
は
、
皆
さ
ん
が
病
院
に
か
か

っ
た
場
合

、
村

で
病
院
に
支
払
う

保
険

給
付

費
が
、
二

、
八
二
〇
万
九
千
円

で

歳
出

の
八
四

・
八
％
を
し
め
て

い
ま
す

残
り
は
、
職
員
の
人
件
費
な
ど
で
す
。

◇

歯
科
診
療
所

◇

歳
入
で
は
、
診
療
収
入
が
二
七
一
万

五
千
円

（
三
九

・
八
％

）
、
一
般
会

計

か
ら
の
繰
入
金
四
一
一
万
九
千
円

宍

○

こ
二
％

）
。

歳
出

で
は
、
人
件

費
と
薬
品
代
な
ど

で
す
。
こ
の
会

計
も
簡
易
水
道
特
別
会

計
と
同

じ
よ
う

に
、
繰
入
金
に
よ
っ
て

ま
か
な
わ
れ
て

い
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん

。

◇

村
立
診
療
所

◇

歳
入
の
診
療
収
入
は
、

『

二

八
八
万

四
千
円

（
七
九

・
六
％

）
、
一

般
会
計

’
か
ら
の
繰
入
金
三
二
九
万
四
千
円

⊃

○

∴
二
％

）
、
そ
の
他
で
す

歳
出
で
は
、
医

師
、
看
護
婦
、
事
務

職
員
の
人
件
費
が
七
九
〇
万
六
千
円

（
四

八
・
八
％

）
、
そ
の
他
薬
品
代
な

ど
八
二
九
万
円

（
五

匸
こ

Ｉ％

）
で
す

◇

へ
き
地
出
張

診
療
所

◇

歳
入
の
診
療
収
入
は
、
牛
滝

、
福
浦

長
後

、
磯

谷
の
四
診
療
所

を
合

わ
せ
て

一
六
九
万
円

三

五

・
六
％

）
、
国

庫

補
助
金
四

八
万
六
千
円

（
七

・
四
％

）

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
四
四

二
万

六

千
円

（
六
七
％

）
で
す
。

歳
出
で
は
、
牛
滝
二
四

〇
互
五
千
円

三

六

・
四
％

）
、
福
浦

匸
二
七
万
二

千
円

三

〇

・
八
％

）
、
長
後
一
三

一

万
七
千

円

二

九
・
九
％

）
、
磯
谷
一

五
〇
万
九
千
円

（
二
二

・
九
％

）
で
す

こ
の
内
訳
で
は
、
医

師
と
職
員
の
人

件
費
が
二

五
六
万
六
千
円

（
三

八
・
九

％

）
で
、
残
り
は
薬
品
代
、
旅
費
、
消

耗
品
な

ど
で
す
。

こ
の
会

計
で
も
お
わ
か
り
と
思

い
ま

す
が
、
診
療
収
入
が
少
な
く
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入

れ
に
よ
ら

ざ
る
を
得
な

い
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
三

特
別
会

計

が

い
か
に
一
般
会

計
に
圧
迫
を
か
け
て

い
る
か
、
右
の
よ
う

に
数
字
で
表
わ
し

て
み
ま
し

た
。

一
般
会

計
を

除
く

特
別
会
計
は
、
繰

入
金
に
よ
っ
て
収

支
ゼ
ロ
で
、
一
般
会

計
の
み
黒
字
で
す
。
こ
の
黒
字
額
の
う

ち
、
一
一
四
万
円
余
り
が
財
政
調
整
基

金

に
積
立
て
し
、
残
額
は
四
五
年
度
に

繰
越
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２ 歳 出

各 会 計 の 決 算 状 況



長
後
で

か
も
し
か

＝
犬
に
か
み
殺
さ
れ
る
＝

三

月

八
日

午
後
二

時
半
ご
ろ
、
長
後

の

内
田

与
一

さ

ん

（
四

四
）
が

、
大
に

か

み
殺

さ
れ
て

い
る

カ
モ

シ
カ
を

発
見

し
た

。

内
田

与

一

さ
ん

は

、

タ
キ

ギ
運
搬
中

に

、
六

百

メ

ー
ト

ル

は

ど

の
沢

を
へ

だ

て
た

地
点

か

ら
、

異

状

な
大

の
う
な
ｎ

声
を

聞

き

つ

づ
け

、

作
業

を
や
め
て

現

場
へ
行

っ
た

と
こ

ろ
、

雑
木
林

の
平

地

で

カ

モ
シ

カ
（

特
別

天

然

記

念

物
）

が

大

型
の

首
輪

の

つ

い

た
大
、
小

型

の
白

い
毛

の
犬

の
二

頭

に
ね
ら

わ
れ

、

格
斗

中

で
あ

っ
た

。

あ
ま
り

の

凄
絶
な

斗

い
の
た

め
、

内

田

さ
ん

は

ど

う

す

る
こ

と

も
で
き

ず
、

し

ば
し

見
守

る
ほ

か

は
な

か

っ

た

。

カ
モ

シ

カ

は
す
で

に
左

目
を
噛

み

つ

ぶ

さ
れ
、

後
脚
二

本
を

鋭

く

裂

か
れ

て
疲

労

烈
し

く

、

ひ
ん

死

の
状

態
で

あ
っ
た

内

田

さ
ん

は

、

ブ

ド
ウ

ヅ
ル

を
切
っ

て
縄

に
し

、

や

っ
と

の

思

い
で

背
負

っ

て

儚

っ
た
が

、
そ

の
死

体
は
、
法

の

手

続

き

を
取

り

、

「

自
然

保

護

の

教
材

」

と

し
て

、
長

後

小
中

学

校
に
（

ク
製
と

し

て

姿
を

残

す
こ

と

に

な

っ
た

。

大

石

健

次

郎
（

佐
井

村

野

生

動
物

研

究

家

）

の
鑑

定

で
は

、

年
令
十
二
？
十
三
歳
、
メ

ス
、
二
か
月
は
ど
の
胎
仟

が
腹
に
入
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
る
。

今
回
の
カ
モ
シ
カ
の
被

害
に
対
し
、
教
育
委
員
会

で
は
そ
の
保
護
強
化

の
た

め
と
、
教
育
の
面
で
も

「
自
然
保
護
」
精
神
を
や
し

な
う
た
め
、
カ
モ
シ
カ
の

大
写
真
を
各
学
校
に
お
く

よ
う
に
し
ま
し
た
。

‥
出

か
せ

ぎ
の
前

に
届
出

を
‥

広
報
で
紹
介
し
ま
す

出
か
せ
ぎ
者
の
皆
さ
ん
、
ま
た
出
か

せ
ぎ
の
季
節
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
、
出

か
せ
ぎ
し
た
ま
ま
帰
ら
な
い
と
か
、
出

か
せ
ぎ
中
の
事
故
の
補
償
が
十
分
で
な

い
な
ど
、
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

わ
が
村
で
も
、
昨
年
は
、
不
幸
に
し

て
出
か
せ
ぎ
者
が
死
亡
す
る
と
い
う
事

故
が
あ
り
ま
し
た
。

役
場
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
仕

事
が
で
き
る
よ
う
安
定
所
と
常
に
連
絡

を
と
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
広
報
を

通
じ
て
皆
さ
ん
の
出
か
せ
ぎ
先
を
紹
介

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
ら
、
出
か

せ
・ぎ
す
る
前
に
は
必
ら
ず
役
場
に
届
出

し
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
○

就
労
の
心
得

日

毎
年
就
労
す
る
事
業
所
で
も
、

安
定
所
に
申
し
出
て
労
働
条
件
を
確
認

し
て
就
労
し
ま
し
ょ
う
。

囗

直
接
募
集
人
か
ら
出
か
せ
ぎ
の

誘
い
を
受
け
た
場
合
は
、
必
ず
許
可
証

と
募
集
従
事
者
証
を
持
っ
て
い
ま
す
か

ら
提
示
を
求
め
て
労
働
条
件
を
よ
く
闇

き
、
就
労
し
ま
し
ょ
う
。

日

同
僚
、
知
人
か
ら
の
誘
い
が
あ

っ
た
場
合
で
も
、
右
の
よ
う
に
内
容
か

確
認
し
て
か
ら
就
労
し
ま
し
ょ
う
。

○

就
労
先
、
労
働
条
件
等
の
確
認

ゼ

］
‥

会

社

名

、
所

在
地

、
就

労

場
所

代
表

者

。

囗

仕

事

の
主

な

受

注

先
（
元

請

名

）

及
び

主

な
発

註

先

（
下

請
名

）
等

。

日

作

業
内

容

（
ど

の

よ

う
な

場
所

で
、

ど

の
よ

う

な
作

業
を

行

な

う

か
）

四

労
働

条

件

閇

給

与

は

、
月

給
制

、

日
給

制

出

来

高

制
か

、

支
給

日

は

。

困

基

本

給

は
日

給
何
円

で
月

額

何

円

か

。

㈹

時

間
外

手
当

は
月

平
均

何

時

間

で

何
円

か

。

倒

控

除
額

は

。

廁

労

働
時

間

は

朝
何

時

か
ら

何

時

ま

で
か

。

團

加

入

保
険

は

。

面

赴

任

旅
費

、
帰

任
旅
費

は

。

○

赴
任

前
。の
準
備

‥［
一

就

労

先

の
事
業

所

名

、
所

在

地

寄

宿

の
住

所

、
帰

郷

予

定
月

日
な

ど
を

役

場

一
窓

口

お
よ

び

家
族

に
周

知
す

る

こ

と

。

（
用

紙
は

役

場

に
あ

り
ま

す

）

○

特
に

ゝ

役
場

で

は
毎

月

一
回

「

広

報

さ

い
」
を

送

付
し

ま

す

。

囗

連

絡
方

法

・

働

い

た
金

の

送
金

方

法

・

本

人
及

び

家

族
が

困

っ
た

場
合

つ
１

絡
方

法

・

農

作
業

を

残
し

て

赴
任

す

る

場
合

は
、
要

領

を

よ

く

教
え

て

・

家

族

と
の

文
通

等

日

携

帯
品

・

出

か
せ

ぎ

労
働

者

手
帳

（

役
煬

の
証

明
を

受

け
て

）

・

印

か
ん

お

よ
び

就

労
先

の

指
示

に
よ

る
所

持

品

○

就
労
先
で
の
生
活
は
次
の
点
に
気

を
つ

け
て

健

康
－

ヶ

が

や
風

邪
を

ひ

か
な

い

よ

う

に
、

た

え

ず
健

康

に
注

意
を

作

業
面

－

与

え

ら

れ
た
仕

事

は

謐

意

を

も

っ
て

最
大

の

努
力

を

。

宿

舎
－

火

災

、
盗

難

に
注

意
し

、

節

度

あ

る
生

活
を

。

金

銭

－

賃

金

受
領

時

に
は

、
内

容

を

よ

く

確
認

し

て

、
賃

借

関
係

式

明
確

に

○

青

森
県
外
事
務
所

就

労
先
で

の

諸
問

題

で
困

っ
た

場
合

は

、次
の

事

務
所
へ

相

談
し

て

く
だ

さ

い

。
東

京

事

務
所
－

東

京

都
千

代
田
区

平

河
町
ニ

ー
四

（

都

道
府
県

会
館

内

）

北

海
道

事

務
所

－

札
幌

市
北

一
条

西
二

丁

目

（

北
海
道

経

済
セ

ン

タ

ー
内

）

名

古
屋

事

務

所
－

名
古

屋
市

中
区

新
栄

町

一
丁

目

六

（
中

部
日

本

ビ

ル
内

）

大

阪
事

務
所

―

大

阪
府

北
区

曽

根

崎
上
四

丁
目
二

〇

（
大

阪

駅
前

第

一

ビ

ル
内

）



”あ
ぶ
な
い

消
し
忘
れ

切
り
忘
れ
”

春
の
火
災
予
防
運
動
始
ま
る

四
月
一
日
か
ら
二
一
日
ま
で

火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。

青
森
県
で
は
、
県
民
の
防
火
意
織
の

高
揚
を
ば
か
り
、
火
災
と
火
災
に
よ
る

人
命
損
傷
事
故
の
発
生
防
止
と
絶
滅
を

期
す
る
た
め
、
本
運
動
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

火
災
か
ら
人
命
を
守
る
た
め
の
心
得

１

寝
る
前
に
は
必
ら
ず
火
の
元
を
点

検
す
る
。

２

身

体
の
不
自
由
な
人
や
こ
ど
も
を

残
し
て
外
出
し
な
い
。

３

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ

の
防
止

４

プ
ロ
パ
ン
容
器
は
室
内
に
置
か
な

い
。

５

家
庭
や
職
場
で
は
消
防
信
号
を
忘

れ
な
い
。

６

火
事
に
な
っ
た
ら
郵
便
局
へ
電
話

で
「
火
事
」
と
呼
び
役
場
、
警
察
官

へ
通
報
す
る
。

林
野
へ
の
火
入
れ
は
届
け
て
か
ら

こ
れ
か
ら
野
や
畑
、
山
林
に
、
火
入

れ
を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

火
入
れ
を
す
る
前
に
は
必
ず
届
出
し

許
可
証
を
受
け
て
か
ら
火
入
れ
を
し
て

く
だ
さ
い
。
（
国
有
林
に
接
近
す
る
場

合
は
、
森
林
法
に
よ
っ
て
、
営
林
署
長

の
承
認
を
必
要
と
し
ま
す
か
ら
、
必
ら

ず
届
け
て
く
だ
さ
い
。
）

ぶ
｀
ぷ
目
が
生
き
て

の
び
ゆ
く
圸
万
β
戸

一
一
日

は
県
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

二
五
日
は
村
長
、
村
議
選
挙
投
票
日

○
投

票
総
参
加
運
動
に
参
加
し
よ
う

選
挙
は
県
政
、
村
行
政
に
結
び

つ
き

そ
の
ま
ま

私
た
ち
の
生
活
に
直
接

つ
な

が
り
ま
す
、
選
挙
は
人
主
か
せ
で
は
す

ま
さ
れ
ま
せ
ん
。
「
自
分
一
人
ぐ
ら

い

投
票
し
な
く
と
も

」
の

考
え
は
き
け
ん

に
つ
な
か
り
ま

す
。

全
員
投
票
に
参
加
し
ま
し

ず
つ
。

○
不

在
者
投
票
の
活
用
を

投
票
日
に
投
票
所
へ

行
っ
て
投
票

で

き
な

い
見
込
み
の
人

は
、
あ
ら
か
じ

め

不
在
者
投
票
を
し

て
く
だ

さ
い
。

告
示
か
ら
投
票

日
ま
で
短
か

い
期
間

・
で
す
か
ら
、
請
求

は
、
告
示
前
で
も
で

き
ま
す
。

な
お
、
県

議
選
挙
は
、
三

月
三

〇
囗

か
ら
四
月
一
〇
日
ま
で
、
村
長
・
村

議

選
挙

は
四
月
一
八
日
か
ら
二
四

日
ま
で

毎
日
、
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五

時
ま

で
役
場
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

玉

、

日
曜
日
も
受
け
付
け
ま
す
。
）

不

在
者
投
票

で
く

わ
し

い
こ
と
は
、

選
管
事
務
局
へ

問
い
合

わ
せ
く
だ
さ

い

○

立
会
演
説
会

県
議
会

議
員
選
挙
の
立
候
補
者
の
立

会
演
説
会

は
次
の
日
程
で
行
な

い
ま
す

四
月
八
日
午
後
七
時

佐
井
小
学
校
講
堂

佐井村選拳管理委員会

一
一
日
は
県
会
議
員
選
挙
投
票
日

二
五
日
は
村
長
、
村
議
選
挙
投
票
日

お
年
寄
り
の
健
康
診
査

寒
風
を
つ
い
て
五
〇
人

三
月
一
一
日
、
健
康
相
談
室
で
、
一

八
日
は
研
修
所
で
、
六
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り
の
皆
さ
ん
の
健
康
診
査
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
世
に
生
を
う
け
、
家
族
の
た
め

村
の
た
め
に
働
く
こ
と
六
五
年
以
上

「
人

生

わ

ず

か
五

〇
年

」
は

昔

の
話

し

ほ

ん

と

う

に
こ

の
長

い
間

健
康

で

す

ご

し

て

こ

ら
れ

ご
苦

労

様
で
し

た

。

こ

れ

か
ら

の

日
本

は

、

老
人

人

口

が

増
え

る

と
言

わ

れ

て

い
ま

す
が
、

国
で

は

今

、
老

人

対

策

に
ピ

。
チ
を

あ
げ
て

い
ま

す

。

こ

の
対
策

の
一
つ
と

し

て

毎
年

実

施
し
て
い
る
の
が

こ

の

老
人

健

康

診
査
で

す

。

一

一
日

と

一
八
日

の
両

日
に

は
、
両
佐
井

地
区

の
実
施

で
し

た

が

、
寒

風
を

つ
い
て

お
年
寄

り

が

ど
し

ど
し

会
場

に
お
し

か

け

ま
し

た

。
な

か
に
は
、
（

イ

ヤ

ー
で
乗

り

入

れ
た

老

夫
妻

も

こ

の
よ

う

な
健
康

診
査
や
、

血
圧

測

定

、

健
康

相
談
は

ど
し

ど
し

利

用
し

、
丈
夫

な

体
で

余

世
を

送

っ
て
ほ

し

い

も
の
で
す

青

年

学

級

閉

講

牛

滝

ヱ

乂
集

『
青

年

』

一
月
十
八
日
か
ら
始
ま
っ
た
青
年
学

級
は
、
三
月
二
十
六
日
閉
講
し
た
。

こ
の
青
年
学
級
は
、
牛
滝
青
年
団

（
中
西
勇
団
長
以
下
十
三
名
）
が
中

心
に
な
り
、
週
四
回
、
国
語
、
道
徳
、

政
治
経
済
、
漁
業
、
体
育
、
父
母
と
の

話
し
合
い
等
が
活
発
に
行
な
わ
れ
た
。

参
加
者
は
十
五
人
で
し
た
が
、
自
分

の

悩
み

、

意

見
を

ど
し

ど
し

延

べ
、
週

四

回

の
青

年

学
級

に

は

、
一

日

も
か

か

さ

ず
あ

つ

ま
り

真

剣

に

意
見

交

換
が
行

な
わ

れ

た

。

青
年

学

級
に

つ

い
て

、
青
年
団

長

に

聞

い
て
み

た

「

一
番

の
悩
み

と
な

っ
た

の

は

、

費
用

の

問
題

で

し
た

。
青
年

学

級

に

は
、

五
万

五

千

円

し

か
予
算

が
な

か

っ

た
た

め

教

材

の
中

で
や

り
く

り
し

ま
し

た

が

、
費
用

が
た
ら
ず

、
団

員

一
人

一
人

の
負

担

も

何
度

か

あ
り
ま
し

た

。



こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
だ
の
は
、
団
員
み

ん
な
の
お
か
げ
で
す
。
文
集
も
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
発
行
し
た
い
。
教
育
長
も

私
達
の
青
年
学
級
を
、
喜
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
青
年
学
級
を
土
台
に
、
将

来
の
佐
井
村

の
た
め
一
生
懸
命
や
る
こ

と
で
す
。
」
と
語

っ
て
く
れ
た
。

こ
の
団

員
一
人
一
人
の

い
き
ご
み
が

文
集
「
青
年

」
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
、

現
在
ま
で
三

号
を
発
行
し
て

い
る
。

‐
ね

ん

き

ん

だ

よ

り

農
業
者
年
金
に
加
入
す
る
方
に

＝
国
民
年
金
の
所
得
比
例
に

加
入
し
よ
う
＝

ね

ん

き

ん

だ

よ

り

農
家
の
人
の
年
金
制
度
で
あ
る
農
業

者
年
金
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
こ
め
年

金
に
加
入
す
べ
き
大
に
お
し
ら
せ
し
ま

す
。国
民
年
金
か
ら
洩
れ
て
い
る
人
は
農

業
者
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ま
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
だ
き

同
時
に
国
民
年
金
の
所
得
比
例
保
険
料

を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
国
民
年
金
分
と
し
て
月
八

百
円
（
定
額
四
百
五
十
円
、
所
得
比

例
分
三
百
五
十
円
）
の
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
保
険
料
は
月
七
百
五

十
円
で
す
か
ら
、
合
わ
せ
て
千
五
百
五

十
円
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し
た
大

で
も
、
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
の
免

除
を
う
け
て
い
る
間
は
、
所
得
比
例
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
所
得
比
例
保
険
料
は

一
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
の
納
期
限
で
す
。

◇
国
民
年
金
険
料
◇

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
て
し
ま

い
ま
し
た
か
。

昭
和
四
五
年
度
（
四
五
年
四
月
か
ら

四
六
年
三
月
ま
で
）
分
の
保
険
料
は
、

今
月
が
最
終
の
納
期
限
で
す
。

も
し
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
せ
ん

と
、
万
一
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
場
合
、

障
害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
が
う
け
ら

れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
月
中
に
納
め
ま
せ
ん
と
役

場
で
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。
直
接

社
会
保
険
事
務
所
に
払
い
込
ん
で
も
ら

う
こ
と
に
な
り
、
わ
ず
ら
わ
し
い
思
い

を
し
ま
す
。

ま
だ
納
め
終
っ
て
い
な
い
人
は
、
早

め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

恵
山
太
鼓
を
き
く

去
る
三

月
二

日
函
館

、
下
北
連
絡
協

議
会
が
仲
人

と
な
っ
て
、
北
海
道
の
恵

山
と
下

北
の
恐
山
は
観
光
姉
妹
地
と
し

て
縁
結
び
の
式
が
あ
り
、
む

つ
市
長
以

下

郡
下

の
町
村
長
も
当
日
は
函
館
市
民

会
館
に
参
集
、
カ

メ
ラ
マ
ン
の
フ
ラ

″

シ
ュ
を
浴
び
た
が
、
式
典
後
の
パ
ー
テ

ー
に
は
、

ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
恵

山
太
鼓

の
披
露
が
あ
っ
た
。

こ

の
太
鼓
は
、
北
海
道
一
の
折
紙

つ

き
と
い
う
司
会
者

の
紹
介
で
、
最
初
に

「
海
太
鼓

」
、
続

い
て
「
山
太
鼓

」
が

打

ち
鳴
ら
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
尻
岸

内

町
役
場
観
光

課
の
若

手
男
性
職
員
五

人

の
手
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

ス
ラ
リ
と
肢
体
の
伸
び
た
若
者
が
、

お
の
お
の
バ
チ
を
握

っ
た
ま
ま
祈
る
よ

う
に
構
え
て
い
る
。
照

明
が
そ
れ
を
浮

彫
に
す
る
。
そ
れ
は
、
さ
な
が
ら
巨
匠

の
彫
刻
の
如
く
で
あ
る
。

や
が
て
一
番
太
鼓
が
鳴
る
。
プ
ロ
ロ

ー
グ
で
あ
る
。
ゆ
る
や
か
に
力
強
く
。

恵
山
沖
を
舞
台
に
、
海
に
生

き
る
男
の

心
意
気
を
、
こ
の
「
海
太
鼓

」
は
時
に

は
激
し
く
、
時
に
は
物
静
か
に
、
緩
急

自

在
に
ぶ
ち
ま
く
る
。

ク
ラ
イ

マ

。
ク

ス
と
も
な
れ
ば
照
明
も
め
ま
ぐ

る
し
い

雷
鳴
を
想
わ
せ
、
大
漁
を
想
わ
せ
、

捕
物
帳

の
味
が
あ
り
、
歌
舞
伎
、
三

味

線

の
味
を
さ
え
表
現
、
演
出
し
て
恵
山

岬

の
如
く
雄
大
な
「
海
太
鼓

」
は
終
っ

た
。
つ
い
で
「
山
太
鼓

」
で
あ
る
が
、

活
火

山
の
恵

山
に
生
き
る
山
男
の
素
朴

労
働
、
安
息
、
歓
喜
を
太
鼓
と
バ
チ
だ

け
で
、
こ
れ
だ
け
美
事
に
表
現
で
き
る

と
い
う
こ
と
は
曽
で
知
ら
な
か
っ
た
驚

き
で
あ
っ
た
。

こ
の
太
鼓
の
素
晴
し
さ
は
、
こ
れ
を

打
ち
鳴
ら
す
若
者
の
素
晴
し
さ
で
は
な

い
か
。
敬
謙
真
し
な
入
間
の
素
晴
し
さ

で
は
な
い
か
。
人
間
の
無
限
の
可
能
性
’

こ
そ
喜
び
の
最
た
る
も
の
で
は
な
い
の

か
、
早
く
佐
井
村
に
帰
っ
て
こ
の
喜
び
を

共
に
し
、
わ
か
ち
合
い
、
人
間
万
才
を

語
り
合
い
た
い
。

恵
山
太
鼓
に
脱
帽
し
た
次
第
で
あ
る

助
役

宮
川

年
睛

戸

籍

の

窓

口

三
月
二
〇
日
現
在
」

お
誕
生
お
め
で
と
う

高
橋

代
人
（
喜
代
⊃

古
佐
井

奥
本

辰
雄
（
三

次
）
大
佐
井

奥
本

容
子
（
徳
太
郎
）
古
佐
井

松
谷
比
呂
志
（
多
可
志
）
大
佐
井

鈴
木

真
弓
（

武

）
野

平

岡
村

昌
博
（
龍

男
）
古
佐
井

岩
本

正
美
（
与

吉
）
大
佐
井

ご
結
婚
お
め
で
と
う

若
松

保
夫

浜

田

市

川
崎
セ
ツ
子

大

佐

井

佐
藤

公

敏

本
川
根
町

工

藤

勝
子
‐
矢

越

櫻
庭

明
満

’木

造

町

若
山

敏
子

古
臘

井

高
岡

豊
海

祇

園

町

山
本

ア
サ

牛

滝

宮
田

義

春

原

田

今
井

美
枝
子

萩

原

町

大

畑

啓
一

牛

滝

久
保
田
四
り
子

東

北

町

渋
谷

政
幸

黒

岩

角
川

正

江

我
孫
子
市

清
水

海
平

大

間

町

綰
脇
三
重
子

矢

越

高
松

秋
雄

五
所
川
原
市

福
田
多
津
子

磯

谷

渡
部

健
男

会
津
若
松
市

田
中

い
よ

福

浦

小
山

春
男

村

山

市

早
坂
ひ

ろ
子

古

佐

井

館
脇

和
男

糠

森

下

山
と
し
江

十
和
田
市

野
沢

昇
蔵

原

田

大
坂

ユ
リ

長

後

川
村

弘

糠

森

森

キ
ョ
子

新

座

市

若
山

光
男

古

佐

井

笛
木
ナ
ツ
子

塩

沢

町

ご

逝
去
お
く
や
み
申
し
ま
す

浜

野
よ
し
ゑ
（
忠
吉
）
牛
滝

人

口

男 ２，４９１人

女 ２，６１１人

計 ５，１０２人

１，１０３世帯
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